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米
国
上
院
外
交
委
員
会
は
一
一
月
三
日
、

ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ー
ン
ズ
次
期
駐
中
国
大
使
、

ラ
ー
ム
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
次
期
駐
日
本
大
使

の
人
事
を
賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
こ
れ
ま
で
七
八
人
の
大
使
候
補

を
指
名
し
た
が
、
一
一
月
上
旬
の
時
点
で
上

院
で
承
認
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
七
人
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
同
時
期
に
オ
バ
マ
政
権
は

八
三
人
を
指
名
し
六
四
人
が
承
認
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
五
七
人
を
指
名
し
四
〇
人
が
承
認

さ
れ
て
お
り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
大
使
指
名

承
認
の
遅
延
は
顕
著
だ
。
共
和
党
の
テ
ッ
ド
・

ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員
に
よ
る
、
ロ
シ
ア
の
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
「
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
」

の
承
認
反
対
な
ど
を
理
由
と
し
た
政
治
的
妨

害
で
多
数
の
大
使
候
補
の
承
認
手
続
き
が
滞

る
な
か
、
二
人
よ
り
先
に
指
名
さ
れ
た
大
使

人
事
よ
り
優
先
し
て
議
会
に
承
認
手
続
き
を

働
き
か
け
た
こ
と
に
、
中
国
と
の
緊
張
関
係

を
意
識
し
た
政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
重
視
の
姿

勢
が
透
け
て
見
え
る
。

　

バ
ー
ン
ズ
次
期
駐
中
大
使
候
補
は
、
政
権

が
「
唯
一
の
競
争
相
手
」
と
位
置
付
け
る
中

国
と
の
緊
張
と
協
調
が
混
在
す
る
複
雑
な
関

係
へ
の
対
応
を
念
頭
に
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
指
名
し
た
外
交
全
般
に
通
じ
た
プ
ロ
だ
。

職
業
外
交
官
の
経
歴
が
長
く
、
駐
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
大
使
、
駐
ギ
リ
シ

ア
大
使
、
国
務
次
官
、
国
務
省
報
道
官
な
ど

を
歴
任
し
、地
域
的
に
は
欧
州（
特
に
ロ
シ
ア
）

と
中
東
に
関
す
る
経
験
が
豊
富
だ
。
人
柄
は

誠
実
温
厚
で
言
葉
遣
い
も
洗
練
さ
れ
て
お
り
、

後
述
す
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
次
期
駐
日
大
使
候

補
の
よ
う
な
「
武
勇
談
」
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　

そ
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
は
、
ア
ジ
ア
安
全

保
障
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
「
ク
ア
ッ
ド
（
米

日
豪
印
）」
の
一
角
を
占
め
る
と
同
時
に
、
北

東
ア
ジ
ア
政
策
の
基
盤
を
形
成
す
る
最
大
の

同
盟
国
を
念
頭
に
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
指

名
し
た
民
主
党
の
大
物
政
治
家
だ
。
ク
リ
ン

ト
ン
政
権
の
政
策
顧
問
、
下
院
議
員
、
オ
バ

マ
政
権
の
首
席
補
佐
官
な
ど
を
通
じ
て
、
長

年
に
わ
た
り
民
主
党
政
治
に
中
枢
で
関
与
し

て
き
た
。
そ
の
後
は
シ
カ
ゴ
市
長
を
務
め
た
。

人
柄
は
時
に
高
圧
的
で
言
葉
遣
い
も
荒
い
場

合
が
あ
り
、
若
か
り
し
頃
は
高
校
時
代
の
怪

我
で
先
が
切
断
さ
れ
た
中
指
を
見
せ
た
り
、

政権に近い有力者を指名
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死
ん
だ
魚
を
政
敵
に
送
り
つ
け
る
と
い
っ
た
、

強
面
の
逸
話
で
知
ら
れ
る
。

一
〇
年
ぶ
り
の
大
物
駐
中
国
大
使

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
バ
ー
ン
ズ
氏
、エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
氏
に
ま
ず
期
待
す

る
こ
と
は
、
ブ
リ
ン
ケ

ン
国
務
長
官
、
サ
リ
バ

ン
国
家
安
全
保
障
担
当

大
統
領
補
佐
官
な
ど
、

政
権
指
導
層
と
の
円
滑

な
意
思
疎
通
と
情
報
提

供
で
あ
る
。
当
然
と
言

え
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、

近
年
両
国
に
派
遣
さ
れ

た
米
国
大
使
は
、
必
ず

し
も
政
権
の
中
枢
と
の

パ
イ
プ
が
あ
っ
た
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
バ
ー

ン
ズ
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

両
氏
は
、
必
要
に
応
じ

て
政
権
幹
部
と
直
接
話
せ
る
関
係
を
有
す
る

と
い
う
点
で
際
立
っ
て
い
る
。
通
信
技
術
の

発
達
に
よ
り
各
国
政
府
が
大
使
の
仲
介
を
経

ず
に
直
接
交
信
す
る
こ
と
が
日
常
化
し
て
い

る
が
、
他
方
で
大
使
に
は
増
大
す
る
交
信
の

内
容
を
補
完
す
る
役
割
も
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
バ
ー
ン
ズ
氏
に
期
待
す

る
の
は
、
在
北
京
大
使
館
の
効
果
的
な
運
営

と
中
国
の
政
権
幹
部
と
の
関
係
構
築
だ
。
バ

イ
デ
ン
政
権
は
大
使
指
名
に
際
し
、
旧
ソ
連

お
よ
び
ロ
シ
ア
と
の
厳
し
い
外
交
関
係
に
対

応
し
て
き
た
バ
ー
ン
ズ
氏
の
経
験
を
高
く
評

価
し
た
。
実
際
、
二
〇
一
七
～
二
〇
年
の
ブ

ラ
ン
ス
タ
ッ
ド
大
使
、
一
四
～
一
七
年
の
ボ

ウ
カ
ス
大
使
、
一
一
～
一
四
年
の
ロ
ッ
ク
大

使
は
経
験
と
力
量
の
両
面
で
不
足
が
否
め
ず
、

北
京
で
大
使
と
し
て
十
分
に
機
能
し
た
の
は
、

〇
九
～
一
一
年
の
ハ
ン
ツ
マ
ン
大
使
ま
で
遡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
使
館
運
営
で
は
、「
敵
対
的
環
境
」
に

お
け
る
外
交
官
と
し
て
の
難
し
い
活
動
に
加

え
て
、
家
族
の
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
を

含
め
て
高
度
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
要
求
さ

れ
る
。
ま
た
、
中
国
政
府
の
指
導
層
と
対
面

で
接
す
る
こ
と
で
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
「
感
触
」
は
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

オバマ大統領、バイデン副大統領と談笑するシカゴ市長のエマニュエル氏（右端、
肩書は2012 年撮影当時）。駐日大使に指名され、10月に上院の承認を得た（CNP
／時事通信フォト）
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は
中
国
政
府
よ
り
、
政
権
中
枢
を
直
結
し
た

手
強
い
相
手
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
バ
ー
ン
ズ
の
長
年
に
わ
た
る
外
交
の
専

門
家
と
し
て
の
知
見
、
洞
察
力
、
判
断
力
に

期
待
が
集
ま
る
。

米
議
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
も
人
脈

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
次
期
駐

日
大
使
候
補
に
期
待
す
る
の
は
、
政
権
の
み

な
ら
ず
議
会
と
の
パ
イ
プ
も
背
景
と
し
た
、

外
交
と
経
済
の
両
面
に
お
け
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
関
係
構
築
だ
。

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
は
六
一
歳
の
若
さ
で
活

動
的
な
上
に
、
政
治
、
外
交
の
み
な
ら
ず
国

際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
関
心
が
あ
る
。
シ
カ

ゴ
市
長
と
し
て
は
中
国
企
業
の
地
下
鉄
製
造

拠
点
を
誘
致
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
東
京
は
北
京
と
は
対
照
的
に
「
友
好
的

環
境
」
で
あ
り
、
大
使
館
に
は
レ
イ
モ
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
駐
日
臨
時
代
理
大
使
を
は
じ
め
と

し
た
有
能
な
幹
部
職
員
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

も
心
強
い
。

　

こ
の
た
め
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
に
は
ケ
ネ

デ
ィ
元
大
使
、
ハ
ガ
テ
ィ
前
大
使
が
菅
官
房

長
官
（
当
時
）
と
定
期
的
な
会
合
を
開
催
し

た
よ
う
に
、
外
務
大
臣
、
官
房
長
官
、
国
家

安
全
保
障
局
長
ら
政
府
高
官
と
の
パ
イ
プ
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
主
党

に
は
左
派
・
急
進
派
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

大
企
業
へ
の
反
感
が
強
い
が
、
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
氏
は
こ
う
し
た
否
定
的
な
見
方
は
有
し
て

お
ら
ず
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
経
団
連
に

代
表
さ
れ
る
大
企
業
と
の
関
係
構
築
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
在
日
米
国
商
工
会
議
所
も
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
の
指
名
に
好
意
的
で
あ
る
。

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
に
と
っ
て
、
駐
日
大
使

の
ポ
ス
ト
は
彼
の
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
シ
カ
ゴ

市
長
時
代
に
警
察
官
に
よ
る
黒
人
少
年
射
殺

事
件
の
ビ
デ
オ
画
像
公
開
を
拒
ん
だ
こ
と
か

ら
、
民
主
党
の
左
派
・
急
進
派
の
拒
否
感
が

強
く
、
彼
が
今
後
選
挙
を
通
じ
て
政
界
に
復

帰
す
る
望
み
は
な
い
。
そ
こ
で
一
つ
の
モ
デ

ル
と
な
る
の
は
、
上
院
選
出
馬
で
政
界
進
出

を
目
論
む
も
失
敗
し
、
そ
の
後
に
駐
日
大
使

に
転
じ
た
ケ
ネ
デ
ィ
氏
で
あ
る
。
彼
女
が
東

京
で
の
経
験
を
経
て
、
駐
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
使
候
補
に
再
び
指
名
さ
れ
た
よ
う
に
、
今

回
の
駐
日
大
使
職
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
、

国
際
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
自
身
を
確
立
し

た
い
と
い
う
意
向
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
に
懸
念
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
東
京
の
大
使
職
を
通
じ
て
、
バ
イ
デ
ン

政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
に
自
ら
の
影
響
を
与
え

よ
う
と
す
る
可
能
性
だ
。
そ
の
結
果
、
政
権

指
導
層
と
の
関
係
が
緊
張
す
る
可
能
性
が
、

全
く
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
は
上
院
の
承
認
後
に
は

で
き
る
だ
け
早
期
に
赴
任
し
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
る
そ
う
だ
。ま
た
、形
式
的
で
な
く
、

内
容
が
あ
る
活
発
な
人
間
関
係
を
好
む
の
で
、

日
本
側
と
し
て
は
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
●




